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圏域の人口  56,684人 … 湯沢市 40,798人・羽後町 13,482人・東成瀬村 2,404人（令和５年８月末日現在）

2023・10

　今回の訓練は河川での水難事故が発生した場合に、安全、迅速、確実に

要救助者を救出するため、ボート操作を含む内容で実施し、技術の向上を

図りました。

水難事故に備えた訓練の様子水難事故に備えた訓練の様子 （８月17日、18日：
湯沢市関口地内　雄物川）
（８月17日、18日：
湯沢市関口地内　雄物川）
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お問合せ先：湯沢雄勝リサイクルセンター　0183‒42‒4422

ごみの正しい出し方にご協力を!

必ず水洗いをして汚れをとって排出してください。

色付きペットボトルや油類・塗料など異物を入れたものはもえるごみとして出してください。
びん・ガラス類の混入は絶対にやめてください　⇒　びんの収集日に出してください。

一つ一つテープを貼って
絶縁する

・湯沢市
「ボタン電池回収BOX」へ
・羽後町
町民生活課へ持ち込む
・東成瀬村
必ず絶縁してもえない
ごみへ

市町村及び各スーパーなど
に設置している
「こでん回収BOX」へ分解
せずに出す。

できるだけ製品から抜き取る

アルカリ・マンガン・CR型等コイン電池

品番が LR、SR、PR、NR、MR型等で
始まる物

もえないごみの袋へ

ボタン電池

モバイルバッテリー等・充電式電池

その他プラスチック

ペットボトル

上記のようなごみは人的被害や機器の損傷
にもつながりますので、プラマークを確認して
一人一人が責任をもった分別をお願いします。

【注意!】

【注意!】

・使用済
　インシュリン注射器 ・カン

・生ごみや
汚れがそのままの
食品容器

・プラスチック製
　　　　おもちゃ

ック製

カンの収集日に
出してください

ラベルとキャップは
「その他プラスチック」として出してください

かかりつけの病院などに
相談してください

もえないごみの処理過程で混入された電池類が原因とみられる発火が頻繁に発生して
います。
重大な事故につながる可能性がありますので、適正な分別に協力をお願いします。

電池類

製品から
抜き取らない！

汚れたごみや、不適切物が混入することで、せっかく分別された
物がリサイクルできない状態になってしまいます。次のごみが混
入しないよう十分に注意してください。

もえるごみとして
出してください

もえるごみとして
出してください
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１．職員の任免・職員数の状況　　　　　　　  （各年4月1日現在）	 ２．職務の級別職員数�（令和5年４月１日現在）

部　　局 区　　分 職　員　数 増減 理　　　由 級 代表的な職名 人数 割合
令和４年 令和５年 ７ 事務局長･消防長 　　１人 0.5％

管理者部局

総　　務 ６ ５ ▲１ 人事異動による ６ 課　長 　　８人 4.3％
民　　生 ２ ２ 　０ ５ 参　事 　21人 11.3％
衛　　生 　　　３(１) 　　　３(２) 　０ ４ 主　幹 　32人 17.1％
火　　葬 ３ ３ 　　０ ３ 主　査 　51人 27.3％
ごみ処理 　　11(１) 　　12(１) 　１ 人事異動による ２ 主　任 　41人 21.9％
し尿処理 ６ ６ 　０ １ 主　事 　33人 17.6％

消防部局 消　　防 　156(１) 　156(２) 　０ 合計 187人 ─
合　　計 187 187 　０ 採用4名、退職4名

＊職員数は再任用職員（　）を含み、会計年度任用職員、臨時職員、非常勤職員は除きます。
　３．職員の給与の状況	 （令和5年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均諸手当月額 平均年齢
一般行政職 288,300円 55,584円 39.9歳

４．初任給等の状況	 （令和5年４月１日現在）
一般行政職 初任給 採用２年後の給料月額

大学卒 183,548円 195,334円
短大卒 164,306円 175,690円
高校卒 151,714円 160,075円

６．勤務時間その他勤務条件の状況� （令和5年４月１日現在）
勤務時間 休憩時間

午前８時３０分から
午後５時１５分まで

午後零時から
午後１時まで

＊このほか火葬場職員・消防職員については特別の勤務時間を定めています。

５．職員手当の状況	 （令和4年度）
区　　　分 期末手当 勤勉手当 合計

支給
割合

６月支給 1.175月分 0.925月分 2.100月分
12月支給 1.175月分 1.025月分 2.200月分
合　　計 2.350月分 1.950月分 4.300月分

「湯沢雄勝広域市町村圏組合　人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員
の人事行政等の状況についてお知らせします。

　令和５年６月30日（金）、６月臨時会が消防庁舎２階講堂に招集されました。
　本臨時会では、副議長選挙のほか、条例の一部改正や財産の購入など、５件の議案が審議されました。
〇議決結果

番　号 件　　　　　　名 議決結果
議案第11号 湯沢雄勝広域市町村圏組合火災予防条例の一部改正について 原案可決
議案第12号 雄勝分署災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ―Ｂ型）の購入について 原案可決
議案第13号 東成瀬分署災害対応特殊救急自動車の購入について 原案可決
議案第14号 令和５年度湯沢雄勝広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第15号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

〇契約の締結
物　　品　　名 契約金額 契約相手

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ―Ｂ型） 8,382万円 株式会社旺住
災害対応特殊救急自動車 2,420万円 秋田トヨタ自動車株式会社

令和５年６月　湯沢雄勝広域市町村圏組合議会臨時会

お問合せ先：湯沢雄勝広域市町村圏組合　総務財政課　0183‒73‒9691

　本臨時会では、４月から空席となっていた副
議長の選挙が行われ、新たに阿部養助議員が副
議長に選出されました。
　また、副議長に選出された阿部養助議員が監
査委員を辞職したことにより空席となった監査
委員には、佐々木修議員を選任する議案が当局
より追加提案され、審議の結果、新たに佐々木
修議員が監査委員に選任されました。
　新任者を含めた議員及び監査委員の構成は右
の表のとおりです。

○監査委員（太字は新任者等）

職　　名 氏　　名 摘　　要
代表監査委員 川崎　　茂 識見者
監査委員 佐々木　修 議会選出
○議員（太字は新任者等）

議席番号 氏　　名 摘　　要
1 佐藤　　勝 議員（湯沢市議会議員）
2 大山　　豪 議員（湯沢市議会議員）
3 佐藤　愛子 議員（湯沢市議会議員）
4 高橋　克己 議員（湯沢市議会議員）
5 阿部　養助 副議長（羽後町議会議長）
6 利　　定己 議員（羽後町議会議員）
7 佐々木　修 議員（東成瀬村議会議長）
8 髙橋登志明 議員（東成瀬村議会議員）
9 渡部　正明 議長（湯沢市議会議長）
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お問合せ先：湯沢雄勝広域市町村圏組合　消防本部　予防課　0183‒73‒3168

【設置後10年を目安に交換を!!】
　全国で多数の方が火災で亡くなっており、中でも住宅火災による死者が約７割となっています。
　火災予防対策として、住宅用火災警報器を設置することにより音や音声による警報音で早期に火災に気
が付き、「すぐに避難できた」「早期に気付き初期消火できた」という事例が報告されています。
　しかし、住宅用火災警報器は設置してから年数が経過すると、電池の消耗や部品の劣化で正常に感知し
ないこともあり、設置後、１０年を目安に交換することが推奨されています。半年に１回は正常に動作す
るか確認しましょう。

動作確認方法

◎住宅用火災警報器本体のボタンを押す
　　又は
◎住宅用火災警報器からの点検ひもを引く
　　点検動作時、正常であれば、
　　「正常をお知らせするメッセージ又は警報音が鳴ります」
　　♪ピッ　正常です!!
　　♪ピーピーピー　火事です!!

　音が鳴らない場合は、電池がきちんとセットされているか確認してください。それでも鳴らない場合は、
電池切れか故障です。

　今後も継続して住宅用火災警報器の機能と効果を維持するために、設置年月日の確認と点検をしっかり
と行いましょう。また、設置の際は設置年月日を本体に書いておきましょう。

　毎年冬期は灯油流出事故が発生しております。流出事故が起きると、油の回収・処理に高額の費用がか
かり、事故を起こした当事者が責任を持って負担しなければいけません。
そのため、事故を起こさないように雪が降る前に次の事項を心がけておきましょう。

① 配管などを損傷させない！ 
　雪下ろしによる投雪や屋根からの落雪がホームタンクの配管など
に直接当たらないように降雪前に保護しておきましょう。

②　油の量を確認する！
　ホームタンクなどの目盛りが正常に作動していることを確認して
おきましょう。また、こまめに確認し減り方に異常がないか気を付
けましょう。

③ その場を離れない！目を離さない！　
　ホームタンクなどから灯油を小分けするときは、絶対にその場を
離れないようにしましょう。

住宅用火災警報器
設置していますか？　点検していますか?


